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患者の難しい意思決定を支える 

多職種グループによる共有意思決定改善のための評価指標 

SDM measure for Groups (Group’s SDM) 
※10 項目すべてについて、 

最も当てはまる回答に 1 つだけ〇をつけてアイデアを考案してください 

1. チームディスカッションの目的は参加者全員が理解しているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえ

ばそう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

２. チームメンバーと患者/家族が話し合いに参画しているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

3. 参加者全員が対等の関係で話し合えているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

4. 患者の価値観に関する情報が中心に話し合われているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

5. 暮らしを支えるケアにおける方向性が話し合われているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

↓次のページもあります↓ 
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6. ケアの複数の選択肢が提示されているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

7. 生命の危機を回避する治療(キュア)の方向性が話し合われているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

8. 治療の複数の選択肢が提示されているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

9. 選択肢の比較検討が行われているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

 

10. 合意形成された内容は参加者全員に理解、共有されているか 

とても 

そう思う 

そう思う どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

そう思わない 

そう 

思わない 

全く 

そう思わない 

実現可能な改善へのアイデア： 

 

当質問紙の開発論文：Yuko Goto and Hisayuki Miura.; Validation of the Novel Interprofessional Shared 

Decision-Making Questionnaire to Facilitate Multidisciplinary Team Building in Patient-Centered Care. Int J 

Environ Res Public Health. 2022, 19(22),15349. DOI: 10.3390/ijerph192215349. 

 

当質問紙に関する問い合わせは以下にお願い致します。 

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 在宅医療・地域医療連携推進部 事務局 

電話（代表）0562-46-2311 内線 6205、6204 住所 〒474-8511 愛知県大府市森岡町 7-430 


